
家庭数
かていすう

配付
は い ふ

   

  令和
れ い わ

６年
ねん

10月
がつ

31日
にち

 

  川崎
かわさき

市立
し り つ

南河原
みなみがわら

小学校
しょうがっこう

 

 

  少し
すこ  

ずつ秋
あき

の訪 れ
おとず   

を感じる
かん    

季節
き せ つ

となりました。朝晩
あさばん

は冷
ひ

え込
こ

む日
ひ

も増
ふ

えてきていて、体調
たいちょう

を崩
くず

し

がちな時期
じ き

でもあります。毎
まい

日
にち

３食
しょく

しっかり食
た

べて、夜
よる

はしっかり睡眠
すいみん

をとり、元気
げ ん き

に毎日
まいにち

過
す

ごせる

と良
よ

いです
 

ね。 

 

 

給食
きゅうしょく

目標
もくひょう

「食
しょく

文化
ぶ ん か

について考
かんが

えよう（和食
わ し ょ く

）」 
 

◇季節
きせつ

の食 品
しょくひん

 

ごぼう  さつま芋
いも

  里芋
さといも

  じゃが芋
いも

  大根
だいこん

   

チンゲン菜
さい

  長
なが

ねぎ  にんじん  白菜
はくさい

   

ほうれん草
そう

 みかん りんご さけ さば 
 

◇25日
にち

（月
げつ

） 新献立
しんこんだて

「もやしのおかか炒
いた

め」 

下
した

ゆでしたにんじんともやしをごま油
あぶら

で炒
いた

め、砂糖
さとう

としょうゆで調味
ちょうみ

し、チンゲン菜
さい

とけずり節
ぶし

、

白
しろ

いりごまを加えて
くわ    

作り
つく  

ます。 
 

 

  

  日
に

本
ほん

では、食
しょく

事
じ

の前
まえ

に「いただきます」、食
た

べ終
お

わったら「ごちそうさま」のあいさつをする習
しゅう

慣
かん

が

あります。それぞれ、どのような意
い

味
み

があるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

食
た

べることは、生
い

き物
もの

の命
いのち

をいただき、命
いのち

をつないでいくことです。また、食
しょく

事
じ

が 

出
で

来
き

上
あ

がるまでに、料
りょう

理
り

を作
つく

る人
ひと

をはじめ、農
のう

作
さく

物
ぶつ

や家
か

畜
ちく

を育
そだ

てる人
ひと

、魚
さかな

をとる人
ひと

、 

食
しょく

材
ざい

を運
はこ

ぶ人
ひと

、販
はん

売
ばい

する人
ひと

など、たくさんの人
ひと

が関
かか

わっています。感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを 

忘
わす

れずに、心
こころ

を込
こ

めてあいさつし、食
しょく

事
じ

を大
たい

切
せつ

にいただきましょ
 

う。 

11月
が つ

の給食
きゅうしょく

の紹介
しょうかい

 

給
きゅう

食費
しょくひ

（11月分
がつぶん

）の口座
こ う ざ

振替
ふりかえ

日
び

は 12月
がつ

2 日
ふ つ か

（月
げつ

）です。 

 

18 日
にち

( 月
げつ

) は 授業
じゅぎょう

参観
さんかん

代休
だいきゅう

のため、給 食
きゅうしょく

はあ

りません
 

。 

「いただく（頂く／戴く）」は、

頭
あたま

にのせるという意
い

味
み

があり、

身
み

分
ぶん

の高
たか

い人
ひと

から物
もの

をもらう

際
さい

、頭
ず

上
じょう

に捧
ささ

げて敬
けい

意
い

を表
ひょう

し

た動
どう

作
さ

にちなむ言
こと

葉
ば

です。自
し

然
ぜん

の恵
めぐ

み、生
い

き物
もの

の命
いのち

をもらうこ

とへの感
かん

謝
しゃ

を表
あらわ

します。 

 

 

「ちそう（馳走
ち そ う

）」は、食
しょく

事
じ

を用
よう

意
い

するために走
はし

り回
まわ

るこ

とを意
い

味
み

しており、この食
しょく

事
じ

が出
で

来
き

上
あ

がるまでに関
かか

わった

人
ひと

びとへの感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちが込
こ

められて
 

います。 


